


























なく、学校や時期によって多様な形態をとってきました。例えば立教は、明治初期以来、昭和初期に至るまでアメリカ聖公会の主導性が非常 強く、そのトップは代々アメリカ人宣教師が就任していました。これと対照的なのが同志社で、その設立当初こそアメリカンボードというンの力が強かったものの、新島襄の死後は日本人による主導性が強まっていきました。ですからそのトップは戦前においても全て日本人が就任しているわけです ただその過程で両者の関係性も緊張感をはらんだものとなり 時に強い摩擦が顕在化したのです。
　戦前における多くのキリスト教学校は、ミッション主導





と思います。 は、アメリカのメソジスト監督教会という教派によって派遣されたミッションによって作られたミッションスクールというこ ができ た 、立教などとは異なり、同志社ほどではありませんが、どちらかといえば日本人の主導性が明治時代以来強い学校であったということができます。
　多くの主要キリスト教学校と同じように、青山学院でも
一九一〇年代以降、大学昇格問題とキャンパス整備が大きな課題となって きました。この時期 立教はアメリカ聖公会から大規模な資金援助を得て、それまでの築地 ら池








らの援助が減少していく中で大きく変化 ていかざるませんでした。 こうした中、 青山学院に対して資金的 バックアップをし、経営に対する発言力を強めていっ の 米山梅吉❶という人物でした。米山は、三井銀行の常務や三井信託の初代社長を務めるなど、三井系の有力財界人でし












学院大学設立案を提案し承認を得るま にこぎつけ す。ここで構想されていた大学案は学部制を採らず、学長の下に直接宗教学、 語学、 経済 の各専攻を設け、 統一的な「全学必修科目」群を設置するなど、教養教育重視型大学の色彩が強いものでした。しかしその後、戦時下においては文科系の大学新設を文部省が認可する見込みが立たないことがわかり、 同年九月設立計画は中止されることに りました。
　しかし、そこに至る過程で大学をめぐる構想の相違とい
うもの 顕在化して く とになりました。当時の青山
院には、神学部、文学部、高等商業学部という専門学校令に基づく三学部がありましたが、とりわけ高等商業学部教員たちとの対立が激化したようです。当時 長を務めていた古坂嵓城❹という人物は、文学部 経済学部の二学部からなる通常の学部分立型の大学を主張し、笹森の唱える大学構想と厳しく対立しました。
　彼ら、一部の教員は学内的にさまざまな動きを示してい
たようですが、具体的な行動に際 て中心的な役割を果たしたと見做されたのが、大木金次郎❺という人物でした。一九四三年三月に、笹森院長は古坂嵓城を高等商業 長から更迭しましたが、大木ほか数名 教職員に対 ては学校自体からの退職を強いる人事異動を いました。五、大木金次郎教授辞 問題
　さて、大木といってもピンとこない方がほとんどかと思
います。しかし、戦後一九八〇年代末に至るまでは、青山学院大学学長、青山学院院長、学校法人青山学院理事ど、青山学院における要職を占め続け だけ なく 私立大学審議会会長、私立大学連盟会長など、私立大学界においても枢要な地位を歴任 ていった人物です。 木は昭和初期から青山学院で教鞭をとっていましたが、実はこの





大木教授に対しては、その著書、 「経済学の理論と思想の発展」の中にあるマルクス経済学に関する研究の部分だけを全体 研究内容とは関係なく抜き出して、危険思 持ち主であるという密告が憲兵隊になされ、渋谷警察署と憲兵隊が彼を召喚して厳重な取調べを行うようなこ も起った。 （同書四六一頁）
　実は本書のこのくだりをよく読むとそこまで断定していな
いのですが、前後の文脈からさらっと読み流すと、そういうように読めるような形で書かれています。実際、戦後初期においては、 大木自身がこうしたことをはっきり述べていました。














読売新聞社の武藤貞一という男が、ミッション・スクールやキリスト教を攻撃した。ソ連においては礼拝を許し、宗教を自由にしている。このとき国内に不和を起こそうというのか。河村幽川の話─青山学院の高等学生がストライキを起こしかけた。笹森院長の人事があまりにキリスト教主義に傾いているとい のが原因だ これを聞いて一応止めたが、こ ため商学部長は心臓マヒを起こして死んだ由。
　ここで名前の出てくる武藤貞一は、当時読売新聞で「日




院を訪れ、学内 探るよう なっていました。こうしたことは三月まではほとんどなかったようです。さらに四月二三日には明治大学の学生が乱入してきて、学内で暴れるなど不穏な動きが顕在化するようになります。さらに五月に入ると学生のストライキが勃発します。これが先の暗黒日記にあったストライキのことを指すものと思われます。実際 は未遂に終わったとも言いま 、この件で一〇名以上の学生が渋谷警察署に拘引される い 事態なっていまいました。
　さらに、先の武藤がコラムを書いていた読売新聞の関係者
や当時朝日新聞社の幹部であっ 鈴木文四郎など、新聞関係者も学校をたびたび訪れるようになります。鈴木は当時、子息が青山学院に通っていたよう す。そうしたこ から院長に父兄会の開催などを要求しているのか も思えます。
　こうした最中の六月七日に、これも暗黒日記に出てきた
高等商業学部長鵜崎久雄❻が死去します。こ 鵜崎という人物は、元々は文学部の教員で英文学を専門としてい ようですが、先ほど触れたように三月末でそれ で学部長を













タビューは印刷製本されるものの、少数部が大学図書館などに所蔵されるだけで、一般の眼には基本的 触れる のではありません。 そこ 劔木は青山学院の名前を出 つつ、「それは今日ではもう忘れ去ろうとしておる大学の人はそのことをいうのはいやがっ おるのです。 」と述べているように、当時の青山学院内でこのことに触れる を嫌がる人間が存在することも指摘しています。まちがいなく劔木は、誰が嫌がるのかは知っていたのです。もちろん最終的には断定することは きませんが、当時、青山学院院長加えて学校法人 理事長も兼任し 学 を掌握し、その後ほどなく私大連の会長を務めるようになった実力者に対して、文教族の有力者 配慮を示すこと 、非常に自然なことといえましょう。
　大木金次郎は、一九四三年三月に青山学院を退職させら















下は一九〇一年に八戸で生 れており、ほぼ同世代に属するといえます。ちなみに松下は当初 松下ではなく亀徳正寿として生まれていますが 実兄 亀徳正臣は後に青山学院大学文学部教授を務めています。もちろんこれ 偶然一致でしょうが、最初から何やら因縁めいたものを感じさせます。 　
　その後、両者は立教大学商学部、青山学院高等商業学部
を卒業後アメリカに留 し、コロンビア大学 学位を得て帰国します。年齢や経歴が多少違うので完全 は重なりませんが、ほぼ同じ時期に同じ大学で学んでいたことになります。 後はそれぞれ母校で教員となりましたが、大木は一九四三年三月、松下は五月 それぞれの学校を退職します。大木の退職の事情は今日の報告で述べたようなもの




らの介入や騒動のあったところは「例外なしに内部のあつれきですよ。だから内部がぴしっとやっているところはそんなことはないですね。 」と回想しています。大木は一九四九年に青山学院に復職し その前後の事情ははっきりしないところが少なくあり せん。また松下も戦後、東京裁判で補佐弁護人を務めたり ますが、一九五五年になってから、い なり外部から院長・総長として復帰するというのもなかなか唐突な印象は免れえ せん。
　このように両者とも戦前から戦後初期にかけて、奇妙な
ほど類似性を持つ経歴を辿ってきたことがわかります。もちろん、さまざま 事象を短絡的 結びつける いうこは慎まなければなりません。
　しかし、本報告でとりあげた青山学院の場合、戦時中に



































































松下家の養子となり改姓。一九二二年に立教大学商学部を卒業後、米国に留学。コロンビア大学で学位を取得。帰国後立教大学商学部教授となる。一九四三年五月、立教大を退職。その後極東国際軍事裁判補佐弁護人などを経て一九五五年六月立教 院院長および立教 学総長に就任。一九六七年二月、東京都知事選に出馬するため、総 院長を辞任。その後参議院議員などを務めた
　（立教大学立教学院史資料センター学術調査員）
